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 主 日 礼 拝 

 ①８時半 ②１０時半 ③１３時半 ④１９時 

 司  会       ②白川 達男兄 

奏  楽 

祈  祷       ②石井 秀人兄 

賛
さん

  美
び

  聖歌６１６番  ～主の臨在の中で～ 

パウロの祈り① 

聖書
せいしょ

朗読
ろうどく

  ヨハネの第
だい

一
いち

の手
て

紙
がみ

４章
しょう

７～１２節
せつ

 

特別賛美   ①②サラ・ナオミ会／③④鷲沢兄姉 

メッセージ  「愛
あい

の実
じつ

力
りょく

を知
し

る」 

石井 潤 牧師 

 

聖
せい

 餐
さん

 式
しき

  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献
けん

  金
きん

  聖歌２２９番 「アメイジング・グレイス」 

祝
しゅく

  祷
とう

 

お知らせ                   〔司会者〕 

賛  美  ～主を待ち望む者は～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★礼拝
れいはい

の恵み
めぐ

を心
こころ

より感謝
かんしゃ

します！今週
こんしゅう

も主
しゅ

の守り
まも

が豊か
ゆた

にありますように！ 

☆今
こん

週
しゅう

の祈
いの

り会
かい

は 〇早
そう

天
てん

祈
き

祷
とう

会
かい

：明
みょう

朝
ちょう

６時
じ

、◎祈
き

祷
とう

会
かい

：木
もく

曜
よう

午
ご

前
ぜん

１０時
じ

半
はん

、 

夜
よる

７時
じ

半
はん

（大
やま

和
と

教
きょう

会
かい

の祈
き

祷
とう

会
かい

に参
さん

加
か

）。〇準
じゅん

備
び

祈
き

祷
とう

会
かい

：土
ど

曜
よう

夜
よる

８時
じ

。 

★木
もく

曜
よう

午
ご

後
ご

２時
じ

から、上
うえ

田
だ

市
し

大
おお

手
て

の石
いし

井
い

兄
けい

姉
し

宅
たく

にて家
か

庭
てい

集
しゅう

会
かい

が行
おこ

なわれます。 

☆来
らい

週
しゅう

の日
にち

曜
よう

も４回
かい

の礼
れい

拝
はい

を行
おこな

います。①8:30②10:30③13:30④19:00 

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔２/１４－/２１〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 レビ 10-11 12-13 14-15 16-17 18-19 20-21 22-23 24-25 

新約 マタ 27:27-46 :47-66 28 章 マコ 1:1-20 :21-45 2 章 3 章 4:1-20 

チェック ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ 



 

「本当の愛とは、神に対する私たちの愛ではなく、私たちに対する“神の愛”なのだ！われわ

れ人類の過ちをぬぐい去るために神は一人子を送りだした。友よ！神はこうしてその偉大な

愛を私たちに示してくれた。だからこそ、私たちも、互いに愛し合うべきだ！ 誰も神を肉眼

で見たことはない。だが、私たちが互いに愛し合うのなら、神は私たちの中に住み、一人子

を送った神の愛の目的が全うされるのだ！」ヨハネの第一の手紙４章10～12節〔ALIVE訳〕 

 

キリスト教の特徴は「愛」です。しかも、それは人間から出た愛ではなく、神から出たアガぺ

ーの愛です。新約聖書の原語であるギリシャ語には日本語の「愛」に該当する言語が幾つ

かあります。①「アガペー」…これは「神の愛」無条件の愛であり、自己犠牲の愛です。②「フ

ィレオ―」…家族愛や親しい者への愛。友愛、兄弟愛を意味するフィラデルフィアはこのギリ

シャ語からくる。③「エロス」…男女の肉欲的な愛。④「ストロゲー」…家族愛を意味する言

葉。しかし、③④は聖書にはほとんど（或いは全く）登場しません。聖書が語る愛は、ほぼす

べてが「アガぺ＝神の愛」です。なぜなら、聖書が語るものは神から与えられるもので、天から

授けられるものだからです。しかも、ヨハネはその「神の愛」はイエス様そのものであると結論づ

けています。そして、イエス様が神であられたのに、肉体をとってこの世に来てくださったこと、そ

して、救い主として私たちのために死んでくださったことを信じ、告白するなら神の愛が私たち

の内に実現していること、また、神の霊、聖霊様が私たちと共におられて、永遠に私たちを導

いてくださるということの証明であるということです。そんな私たちは現に見ている兄弟姉妹を

愛することができる者とされているとヨハネは宣言しています。もし愛することができていないな

ら、その神の愛が私たちの内に働いていないということになってしまう。だから、積極的に具体

的に周りの人々を愛して行こう。仲間たちを愛して行こう！と勧めています。 

また、この愛は弱々しいものではなく、恐れのない力強いものであると語っています。特に

「最後の審判」の時に最も恐るべき神の前に立つとき、信仰による確信に満ち、恐れず御

前に立つことができると語ります。愛こそがすべてにまさる世界であることをヨハネは語ります。 

私たちの人生の目標は、まさにこの愛を主によって全うしていただくことです。それは一時

的なことではなく、永遠に求め続けるものです。 

本日は聖餐式です。神の愛の象徴は十字架と復活です。それは勝利の姿でもあります。

イエス様は十字架上で、最後に「すべては成し遂げられた！」と宣言されました。それは、揺

るがない勝利の宣言です。「あなたがたはこの世では悩みがある。しかし、勇気を出しなさ

い！わたしは世に勝っている！（ヨハネ１６：３３）」 この勝利の主を見上げ続けましょう！ 

「愛
あい

の実
じつ

力
りょく

を知
し

る」 
～勝利の主を見上げ続ける！～ 


